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である「環太平洋戦略的経済連携協定」（Trans-Pacific Strategic Economic 
Partnership Agreement）がその起源である。2010年 ₃ 月にアメリカ，オーストラリ
ア，ペルー，ベトナムがこの協定に参加するための交渉に入り，10月にマレーシ
アも参加した。2011年にはホノルルで ₉ カ国による新たな「環太平洋パートナー




















































の閣僚級協議（ ₂プラス ₂ ）を開催し，防衛協力を進めている。
2016年のアジア情勢を見るポイント
　中国は成長の減速が見られるものの，それは中国の対外的な影響力の低下をも
たらすものではない。むしろ中国は国内の過剰な設備を国外に移転させるべく，
AIIB を軸として経済的影響力の拡大を進めていくであろう。また，南沙諸島で
の実効支配を確立するための行動を続けるであろう。
　一方で，アメリカは，少なくとも2017年 ₁ 月までのオバマ大統領の任期期間中
は，リバランス政策を維持し，南沙諸島に関する軍事的関与も継続することにな
るであろう。ただし，アメリカが主導して構築しつつある TPP は，オバマ政権
が中国の経済的な影響力の拡大に対抗する仕組みとしての意味を持たせているが，
将来的に中国を取り込むことになる可能性もある。
　米中のほかに今後アジアで大きな役割を果たすようになる可能性を持つ国とし
てインドを挙げなければならない。成長著しいインドの経済成長は減速する中国
のそれとは対照的であり，アジアの成長の構図は変わりつつある。インドはアメ
リカとの防衛協力，原子力協力を強化し，日本とも防衛協力を強化しているが，
AIIB にも参加し，上海協力機構の正式メンバーとなった。今後外交面でインド
が米中のバランサーとしての役割を果たすことも考えられる。
（地域研究センター主任調査研究員）
